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□
姫
路
城
心
柱
用
材
□
そ
の
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苦

労

の

末

に

発

見

さ

れ

伐

採

さ

れ

た

姫

路

城

西

心

柱

用

材

で

し

た

が

□

裏

木

曽

で

記

録

さ

れ

て

い

る

中

で

も

指

折

り

の

こ

の

巨

木

を

運

び

出

す

こ

と

が

ま

た

一

大

事

で

し

た

□

通

常

な

ら

五

□

や

六

□

と

い

□

た

長

さ

に

玉

切

り

し

て

運

び

出

す

も

の

で

す

が

□

今

回

は

城

を

支

え

る

心

柱

用

材

が

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で
□
長
い
ま
ま
で
運
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
□
細

い

先

端

を

一

部

切

□

た

も

の

の

□

そ

れ

で

も

長

さ

二

十

八

□

□

重

さ

約

十

□

も

の

ヒ

ノ

キ

大
材
を
動
か
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
□ 

    

当

初

□

姫

路

城

関

係

者

と

木

材

業

者

は

ヘ

リ

コ

プ

タ

□

で

の

輸

送

を

考

え

て

い

た

の

で

す
が
□
急
峻
な
地
形
と
気
象
条
件
の
厳
し
さ
□

用

材

の

あ

ま

り

の

重

量

か

ら

不

可

能

と

判

断

さ

れ

ま

し

た

□

そ

う

な

る

と

運

材

の

ノ

ウ

ハ

ウ
を
持
□
た
地
元
・
付
知
営
林
署
□
現
在
の
東

濃

森

林

管

理

署

□

が

山

か

ら

の

運

材

の

大

部

分

を

助

力

せ

ざ

る

を

得

な

く

な

り

ま

し

た

が

□

用

材

が

発

見

さ

れ

た

場

所

は

搬

出

路

も

無

い

奥

山

で

あ

り

□

当

時

の

唯

一

の

ル

□

ト

で

あ

る

森

林

鉄

道

は

幅

六

百

□

・

高

さ

百

□

以

上

の

出

ノ

小

路

谷

を

挟

ん

だ

向

か

い

側

□

ど

う

に

か

し

て

□

巨

木

を

谷

の

対

岸

ま

で

動

か

す

こ

と

が

難

題

と

し

て

立

ち

は

だ

か

り

ま

し

た

□ 

 

当

時

の

付

知

営

林

署

は

裏

木

曽

の

大

径

材

を
各
地
の
神
社
仏
閣
の
戦
後
修
復
等
に
生
産 

       

し

た

経

験

を

持

つ

集

団

で

し

た

が

□

彼

ら

を

も

□

て

し

て

も

扱

□

た

こ

と

の

な

い

巨

木

で

す
□
架
線
で
対
岸
に
渡
す
に
し
て
も
□
通
常
の

林

業

架

線

で

運

べ

る

サ

イ

ズ

で

は

あ

り

ま

せ

ん

□

そ

こ

で

全

国

の

営

林

署

に

情

報

を

求

め

た

と

こ

ろ

□

九

州

で

二

本

の

ケ

□

ブ

ル

を

併

用

し

て

五

□

余

り

の

貴

重

材

を

運

搬

し

た

事

例

が

見

つ

か

り

ま

し

た

□

こ

の

ア

イ

デ

ア

か

ら

□

三

本

の

ケ

□

ブ

ル

と

三

台

の

集

材

機

を

併

用

し

て

荷

重

を

分

散

し

な

が

ら

用

材

の

谷

渡
し
を
す
る
□
ト
リ
プ
ル
・
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
方

式
□
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
□ 

 

□
□
運
材
方

法
□
実
現

□
向
□
□
入
念
□
検

討

□
□
□
□
□
□
□
□
□
前
代
未
聞
□
方
式
□
□
□
□

現

場

□
発

生

す
□
問

題

□
修

正

□
□
□
□
□
架

線

設

営

□
完

了

□
□
□
□
□
巨

木
□
発

見

□
□
一

□
月
以
上
経
過
□
□
昭
和
三
十
四
年
六
月
半
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
運

材

□
□
ず
□
伐

採

□
□
地

点

□
□
数

百

□
□
斜

面

□
大

勢

□
人

手

□
慎

重

□
動
□
□
□
□
古
□□
□
□
□(

丸
太
□
滑
□
す
道) 

       

第 52 回  

① 丸 太 を 滑 ら す 簡 易 な 道  
「 サ デ 」 に 載 せ ら れ た 用

②

昭

和

三

十

四

年

、

伐

採

さ

れ

る

前

の

姫

路

城

西

心

柱

用

材

。 

樹

高

三

十

五

㍍

の

ヒ

ノ

キ

巨

木

で

あ

っ

た

と

さ

れ

る

。 

□
□ 

□ 

□
□
□ 
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□
跡

や
木

馬

道

□
利

用

□
□
□
□
□
□
□
□
□
人

力

□
架

線

設

備

□
場

所

□
□
引

□
張

□
□
□
□
□
□

六

月

二

十

二

日

□□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
方

式

□
□
□
□
巨

木

□
谷

渡

□

□
日
□
□
□
□

□
□
□
用

材

□

□

搬

器

□
架

線

集

材

□
木

材

□

吊

□
す

滑

車

□
□

多

数

取

□
付

□

□
□
□□

念

□

□
念

□

入

□

□
□
□
蜘

蛛

□

巣

□
□

□

□

補

助
□
□
□
□

□

□

張

□

□

□
□
□
□
□
□

午

前

十

時

□

関

係

者

や
話

□
聞

□
□
□
□

報

道

陣

□
見

守

□
中

□
谷

向

□
□
□
備

□
付

□
□
□
□
三

台

□

集

材

機

□
□
□
□
運

材

□
開

始

□
□
□
□
□
規

格

外
□
用

材
□
大

□
□
□
勝

手
□
分
□
□
ず
□
最

初

□
危
□
□
□
□
□
場
面
□
□
□
□
□
□
□
す
□ 

谷

渡

□
□
行

□
□
□
出

□
小

路

□
谷

□
□
時

□

予

想

外

□
突

風

□
吹

□
□
□
□
知

□
□
□
□
□
□

万
□
一
□
□
□
吹
□
□
□
□
□
□
□
□
□
大
□
□
懸

念

□
□
□
□
□
す
□
□
幸

□
□
□
□
初

夏

□
快

晴

□

中
□
風

□
殆
□
□
□
□
六

百
□
余
□
空

中

□
運
材

□
無
事
□
進
□
□
□
□
□
□
□
□
関
係
者
□
緊
張 

                  □
中

□
巨

大

□
用

材

□
□
□
□
□
□
□
約

十

分

程

□
谷

□
渡
□
□
□
□
対

岸

□
山

腹

□
到

着

□
□
際

□
□
大
□
□
歓
声
□
□
□
□
□
□
□
□
す
□ 

              

半

年

間

□
□
□
□
□
□
心

柱

用

材

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
関
係
者
□
大
□
□
安
堵
□
□
本
件
□
□
□

□
殆

□
成

功

□
□
□
同

然

□
□
思

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
実
際
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
す
□ 

参

考

文

献

□
□
随

想 

姫

路

城

□
心

柱

物

語

□ 

福

山

幸

七

□
名

古

屋

営

林

局

O
B

□
著 

非

売

品 

写

真

②
□

⑤
□
福

山

氏

□
姫

路

城

管

理

事

務

所

□
寄

贈

□
□
□
□
□
□
□
□ 

(

現

在

□
姫

路

市

立

城

郭

研

究

室

所

蔵) 
 

 

□
□
□
紹

介

□
□
□
□
写

真

□
□
当

局

□
□
□
□
□
□
□
□

森

林

紀

行

□
□
紹

介

□
□
□
□
□
□
□ 

 

□
□
□
□
□
□
□
写

真
□
□
□
時

代
□
時

□
超

□
□
！ 

□
□
□

□
□
写

真

□
紹

介

□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

当

□
□
□
□
□
□
下

記
□
□
□
□
読
□
込

□
□ 

く

だ

さ

い

□ 

⑤ 無 事 に 対 岸 に 渡 り 切 り 山 腹 に 突 き 刺 さ る  

姫 路 城 西 心 柱 用 材  

④ 出 ノ 小 路 谷 を 前 代 未 聞 の 「 ト リ プ ル ・ ス カ イ ラ イ ン 方 式 」  

で 渡 さ れ る 姫 路 城 西 心 柱 用 材 の 巨 木  

 

③ 根 元 を 集 材 機 で 引 き 上 げ な が ら  

巨 大 な 用 材 に 搬 器 や ワ イ ヤ ー を 取 り 付 け る  

 

□
□
□ 
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